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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
異
世
界
？
い
い
え
、
ジ
ブ
リ
派
で
す
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
７
９
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
刺
身
ハ
ン
タ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
日
、
隕
石
が
お
ち
て
き
ま
し
た
。
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隕
石
で
逝
こ
う
（
前
書
き
）

異
世
界
・
勇
者
・
魔
王
・
転
生
・
チ
ー
ト
な
ど
は
一
切
出
現
し
ま
せ
ん
。
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隕
石
で
逝
こ
う

…
…
…
キ
ィ
ィ
ィ
イ
イ
イ
イ
ン
ド
ッ
カ
ー
ン
！
！
！

人
類
に
と
っ
て
、
歴
史
的
瞬
間
が
訪
れ
た
。
突
如
、
フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
に

落
下
し
た
謎
の
物
体
。
ど
う
や
ら
、
フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
一
巨
大
な
山
、
ア

ル
フ
ァ
ン
山
に
墜
落
し
た
よ
う
だ
。
急
遽
、
フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
は
、
調
査

の
た
め
に
、
王
立
軍
隊
・
カ
ガ
ナ
の
調
査
団
を
ア
ル
フ
ァ
ン
山
に
派
遣
し
た
。

ど
う
や
ら
、
謎
の
物
体
は
ア
ル
フ
ァ
ン
山
の
、
深
い
崖
の
谷
間
に
墜
落
し
た
よ

う
だ
っ
た
。
調
査
団
の
一
同
は
、
そ
の
物
体
を
発
見
し
た
時
、
誰
し
も
が
驚
き

の
声
を
あ
げ
た
。

そ
の
物
体
は
、
巨
大
な
鉄
？
石
？
綺
麗
な
球
体
に
、
表
面
が
鏡
面
の
よ
う
に
光

り
輝
き
、
大
き
さ
が
直
径
三
十
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
巨
大
さ
を
誇
っ
て
い
た
。

「
…
…
こ
れ
は
、
何
だ
？
説
明
で
き
る
奴
は
、
い
る
か
？
」

誰
も
、
首
を
縦
に
振
る
人
間
は
い
な
か
っ
た
。
調
査
団
の
一
人
が
、
剣
で
謎
の

物
体
を
つ
っ
つ
い
て
み
る
と
、
あ
っ
さ
り
と
剣
が
突
き
刺
さ
る
。
ど
う
や
ら
、

思
っ
た
以
上
に
柔
ら
か
い
よ
う
だ
…
。

「
…
…
…
と
り
あ
え
ず
、
一
部
を
切
り
取
っ
て
、
王
都
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

」調
査
団
が
、
王
都
に
謎
の
物
体
を
持
ち
帰
り
、
国
中
の
研
究
者
が
徹
底
的
に
謎

の
物
体
を
調
べ
あ
げ
た
。
結
果
、
わ
か
っ
た
事
が
一
つ
だ
け
判
明
し
た
。
こ
の

物
体
は
、
こ
の
世
界
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
物
質
で
出
来
て
い
る
。

謎
の
物
体
は
、
「
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
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少
年
は
爆
発
だ
！

ー
ー
ー
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
落
下
か
ら
１
５
年
後
。

「
い
い
な
？
絶
対
に
出
力
を
２
０
以
上
あ
げ
る
な
よ
！
ボ
ー
イ
ン
グ
が
限
界
を

超
え
る
と
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
な
！
」

「
ふ
～
ん
…
、
２
０
ま
で
上
限
を
上
げ
た
の
か
？
こ
の
前
は
、
１
５
じ
ゃ
な
か

っ
た
っ
け
？
」

ボ
ー
イ
ン
グ
。
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
を
動
力
と
す
る
、
民
間
用
小
型
飛

行
機
。
形
状
は
、
ま
る
で
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
左
右
に
、
翼
を
く
っ
つ
け
た
よ
う

な
形
だ
。
ボ
ー
ド
の
先
端
に
、
直
角
に
取
り
付
け
ら
れ
た
操
作
ハ
ン
ド
ル
で
操

作
し
、
足
元
に
四
つ
の
ペ
ダ
ル
が
あ
る
。
メ
テ
オ
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
の
出
力
設

定
ペ
ダ
ル
に
、
翼
の
上
下
可
変
ペ
ダ
ル
。
滞
空
ホ
バ
リ
ン
グ
ペ
ダ
ル
に
、
緊
急

脱
出
用
ペ
ダ
ル
の
四
つ
だ
。

ボ
ー
イ
ン
グ
に
颯
爽
と
飛
び
乗
る
少
年
。
出
力
ペ
ダ
ル
を
１
／
３
程
度
踏
み
込

み
、
緩
や
か
に
ボ
ー
イ
ン
グ
を
浮
上
さ
せ
、
ペ
ダ
ル
を
踏
み
変
え
、
ホ
バ
リ
ン

グ
に
移
行
さ
せ
な
が
ら
、
地
上
で
見
守
る
少
年
に
威
勢
よ
く
言
い
放
つ
。

「
こ
れ
だ
け
改
造
す
れ
ば
、
ギ
ガ
ル
ツ
な
ん
か
に
は
負
け
ね
え
よ
！
こ
の
ボ
ー

イ
ン
グ
、
２
５
０
０
Ｋ
Ｊ
も
パ
ワ
ー
が
あ
る
ん
だ
ろ
？
」

１
Ｋ
Ｊ
あ
た
り
、
約
１
０
馬
力
。

Ｋ
Ｊ
＝
キ
ル
ジ
ュ

１
５
年
前
に
落
下
し
た
、
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
。
研
究
に
研
究
を
重
ね

た
結
果
、
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
に
は
、
未
知
な
る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
宿

っ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
そ
の
力
は
、
様
々
な
物
に
効
果
を
発
揮
す
る
。
物
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体
を
浮
上
さ
せ
た
り
、
乗
り
物
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
れ
ば
、
爆
発
的
な
パ
ワ

ー
を
発
揮
さ
せ
た
り
と
、
ま
さ
に
未
知
な
る
力
と
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。
そ

の
力
を
利
用
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
小
型
飛
行
機
ボ
ー
イ
ン
グ
。
ボ
ー
イ
ン

グ
は
、
ハ
ン
ド
ル
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
風
を
読
ん
で
、
体
重
移
動
を
し
な

が
ら
ペ
ダ
ル
で
操
る
乗
り
物
だ
。

「
さ
あ
？
向
こ
う
は
新
型
の
ボ
ー
イ
ン
グ
に
、
細
部
ま
で
キ
ッ
チ
リ
仕
上
げ
て

あ
る
レ
ー
シ
ン
グ
仕
様
の
ボ
ー
イ
ン
グ
だ
か
ら
な
…
。
普
通
に
考
え
た
ら
、
ま

ず
勝
て
ん
。
」

「
普
通
は
、
だ
ろ
？
大
丈
夫
！
お
前
が
仕
上
げ
た
こ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
も
、
普
通

じ
ゃ
な
い
よ
。
」

「
ま
あ
、
頑
張
っ
て
こ
い
よ
。
ギ
ガ
ル
ツ
な
ん
か
、
ぶ
っ
ち
ぎ
っ
て
来
い
！
」

「
お
う
！
任
せ
と
け
。
」

ボ
ー
イ
ン
グ
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
少
年
は
、
右
腕
を
あ
げ
て
、
や
る
気
を
目

一
杯
表
現
す
る
。
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
は
、
増
え
る
。
い
や
、
正
確
に

は
 

復
元
さ
れ
る
。
切
り
取
っ
た
り
、
も
ぎ
取
っ
た
り
し
て
も
、
５
分
後
に
は

綺
麗
さ
っ
ぱ
り
元
通
り
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
為
、
一
部
の
科
学
者
の
見

解
で
は
、
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
は
生
き
て
る
の
で
は
？
生
物
な
の
で
は

？
と
、
い
う
考
え
も
多
数
あ
っ
た
。

ギ
ュ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
！
！

少
年
は
、
お
も
い
っ
き
り
出
力
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
む
。
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト

ー
ン
廃
出
噴
射
機
構
か
ら
、
大
量
の
屑
と
化
し
た
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン

が
、
勢
い
よ
く
廃
出
さ
れ
る
。
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「
馬
鹿
、
出
力
を
下
げ
ろ
！
」

「
お
っ
と
っ
と
、
つ
い
う
っ
か
り
♪
」

「
頼
む
よ
ハ
ル
シ
ュ
…
。
い
く
ら
旧
型
と
い
っ
て
も
、
１
２
０
０
０
０
ガ
ル
は
、

改
造
費
用
が
か
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
な
！
」

ガ
ル
。
こ
の
世
界
で
使
用
さ
れ
て
い
る
、
金
の
単
位
で
あ
る
。

１
ガ
ル
＝
１
円

ハ
ル
シ
ュ
と
呼
ば
れ
た
少
年
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
に
乗
っ
て
い
る
少
年
の
名
前
だ

ろ
う
。
だ
い
た
い
１
５
歳
く
ら
い
に
見
え
、
短
く
切
っ
て
整
え
た
髪
の
毛
に
、

少
し
キ
ツ
め
な
目
つ
き
。
身
体
は
細
め
で
、
ま
だ
筋
肉
（
体
）
が
完
全
に
出
来

上
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
外
見
は
少
々
痩
せ
て
見
え
る
。
１
５
歳
と
い

う
歳
を
考
え
れ
ば
、
当
た
り
前
か
も
し
れ
な
い
。

「
へ
へ
ッ
、
す
げ
え
パ
ワ
ー
だ
な
！
１
２
０
０
０
０
ガ
ル
な
ら
、
ツ
ケ
と
け
よ
。

レ
ー
ス
の
賞
金
で
返
す
か
ら
さ
っ
！
」

ギ
ュ
ィ
ィ
ン
！
ギ
ュ
ィ
ィ
ー
ン
！
！

「
だ
ー
か
ー
ら
ー
、
そ
ん
な
に
フ
カ
す
な
よ
っ
っ
！
」

ハ
ル
シ
ュ
と
会
話
し
て
い
る
少
年
は
、
自
分
が
天
塩
に
か
け
て
作
り
上
げ
た
ボ

ー
イ
ン
グ
を
心
配
そ
う
に
見
つ
め
な
が
ら
、
手
に
持
っ
て
い
た
ス
パ
ナ
を
工
具

箱
の
中
に
し
ま
う
。

「
ジ
エ
ン
は
心
配
性
な
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
フ
カ
し
た
く
ら
い
で
、
壊
れ
る
代
物

じ
ゃ
ね
ー
だ
ろ
コ
イ
ツ
は
…
。
」
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ハ
ル
シ
ュ
と
ジ
エ
ン
。
二
人
は
、
幼
な
じ
み
で
何
を
す
る
時
も
一
緒
に
つ
る
ん

で
、
ま
る
で
兄
弟
の
よ
う
な
親
し
い
仲
だ
。
ジ
エ
ン
の
家
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
の

小
さ
な
整
備
工
場
を
営
ん
で
お
り
、
工
場
の
一
角
が
仲
間
内
の
た
ま
り
場
と
な

っ
て
い
た
。

「
ま
あ
、
今
日
は
帰
る
わ
。
ま
た
明
日
な
！
」

「
お
う
、
ま
た
な
。
」

ギ
ュ
イ
イ
イ
イ
イ
ィ
ィ
ン
！

（
…
…
…
１
．
…
２
．
…
３
！
！
）

ド
カ
ン
ッ
！
！

お
も
い
っ
き
り
出
力
ペ
ダ
ル
を
踏
み
抜
く
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
加
速
で

上
空
に
吹
っ
飛
ん
で
行
く
ボ
ー
イ
ン
グ
。
あ
ま
り
の
速
度
に
、
風
が
ハ
ル
シ
ュ

と
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
い
、
目
も
開
け
ら
れ
な
い
。

（
う
わ
っ
、
凄
い
パ
ワ
ー
だ
！
し
が
み
つ
い
て
い
る
の
が
や
っ
と
で
、
操
作
な

ん
か
無
理
！
）

出
力
ペ
ダ
ル
を
緩
め
、
滞
空
ペ
ダ
ル
を
お
も
い
っ
き
り
踏
む
ハ
ル
シ
ュ
。
ビ
タ

リ
！
と
、
空
中
で
ボ
ー
イ
ン
グ
が
急
停
止
す
る
。

（
…
…
高
度
、
１
５
０
ち
ょ
っ
と
か
な
？
一
瞬
で
こ
こ
ま
で
上
昇
す
る
パ
ワ
ー

…
、
凄
い
を
通
り
越
し
て
、
恐
ろ
し
い
な
。
）

フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
で
、
一
番
大
き
い
ア
ル
フ
ァ
ン
山
が
、
ハ
ル
シ
ュ
の
目

前
に
そ
び
え
立
つ
よ
う
に
見
え
る
。
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（
…
…
…
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
か
。
あ
の
山
に
、
墜
ち
て
き
た
ん
だ
よ
な
。
）

ま
る
で
、
直
ぐ
近
く
に
聳
え
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
さ
え
、
陥
る
よ
う
な
巨
大

さ
を
誇
る
ア
ル
フ
ァ
ン
山
。
中
腹
の
辺
り
に
、
ぽ
っ
こ
り
と
、
ま
る
で
風
景
に

そ
ぐ
わ
な
い
物
体
が
、
め
り
込
ん
で
い
る
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
、
メ
テ
オ
・
ラ

イ
ト
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
。

（
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
の
不
思
議
パ
ワ
ー
は
す
げ
え
か
ら
な
…
。
そ
の
う
ち
、
ア

ル
フ
ァ
ン
山
を
ご
っ
そ
り
持
ち
上
げ
た
り
し
て
。
）

ゴ
ゥ
ン
ゴ
ゥ
ン
ゴ
ゥ
ン
ゴ
ゥ
ン
ゴ
ゥ
ン
ゴ
ゥ
ン
…
！
！

異
様
な
音
と
共
に
、
ハ
ル
シ
ュ
の
遥
か
上
を
、
異
質
な
何
か
が
横
切
っ
て
い
く
。

「
う
っ
わ
～
…
、
フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
最
大
級
の
大
空
戦
艦
・
ラ
ン
カ
ー
ダ

ル
ツ
だ
あ
！
」

ラ
ン
カ
ー
ダ
ル
ツ
。
フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
最
大
級
の
、
超
弩
級
・
空
中
要
塞

戦
艦
。
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
の
力
を
応
用
し
て
作
ら
れ
た
、
超
巨
大
砲
・

星
屑
砲
が
３
０
門
搭
載
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
バ
ル
デ
ィ
ア
王
国
の
最
大
戦
力
。
全

長
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
。

「
マ
ジ
す
っ
げ
～
。
」

ま
さ
に
、
圧
巻
の
一
言
。
赤
と
青
の
綺
麗
な
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
お
り
、

完
成
当
初
は
、
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
、
人
々
は
恐
怖
感
を
抱
い
た
。

「
ヒ
ュ
ー
！
俺
も
い
つ
か
、
あ
ん
な
戦
艦
に
乗
っ
て
み
た
い
ね
ぇ
…
。
さ
て
、

帰
ろ
う
か
な
。
」
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ボ
ー
イ
ン
グ
の
滞
空
ペ
ダ
ル
か
ら
足
を
離
し
、
出
力
ペ
ダ
ル
を
僅
か
に
踏
む
と
、

ゆ
っ
く
り
と
ボ
ー
イ
ン
グ
が
風
を
切
り
な
が
ら
進
ん
で
行
く
。

キ
ュ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
…
…

メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
を
原
動
力
と
す
る
乗
り
物
は
、
例
え
よ
う
の
な
い
、

独
特
な
音
を
奏
で
る
。
眼
下
に
広
が
る
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、
ハ
ル
シ
ュ
は
帰

路
に
つ
く
。

ば
ぶ
ぶ
ぶ
ぶ
ぶ
ぶ
…
…

「
げ
！
？
メ
テ
オ
種
の
暴
れ
牛
じ
ゃ
ん
。
追
い
払
う
か
、
振
り
切
る
か
…
。
」

メ
テ
オ
種
。
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
を
誤
飲
し
、
体
に
異
常
を
き
た
し
て

独
自
進
化
し
た
、
こ
の
世
界
独
特
の
生
き
物
。

「
追
い
払
う
よ
う
な
道
具
も
無
い
し
、
振
り
切
る
か
！
」

ハ
ル
シ
ュ
に
急
接
近
す
る
生
物
。
そ
い
つ
は
、
茶
褐
色
の
皮
膚
に
、
三
十
セ
ン

チ
程
の
角
が
額
に
生
え
て
い
る
、
体
格
の
良
い
牛
だ
。
背
中
に
、
四
つ
の
細
長

い
透
明
な
翼
が
生
え
、
翼
と
い
う
よ
り
は
、
ま
る
で
ト
ン
ボ
の
よ
う
な
羽
が
正

し
い
だ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
、
こ
こ
ら
一
帯
は
、
こ
の
メ
テ
オ
種
の
な
わ
ば
り
ら

し
い
…
。
凄
ま
じ
い
勢
い
で
羽
を
動
か
し
、
ハ
ル
シ
ュ
に
接
近
す
る
暴
れ
牛
。

「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
！
テ
メ
エ
な
ん
か
、
ぶ
っ
ち
ぎ
っ
て
や
る
！
！
」
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少
女
は
残
酷
だ
！

ぎ
ら
り
と
し
た
角
が
、
ま
る
で
鋭
利
な
刃
物
の
よ
う
に
見
え
る
。
あ
ん
な
角
で

刺
さ
れ
た
ら
、
一
た
ま
り
も
な
い
だ
ろ
う
。
ハ
ル
シ
ュ
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
の
出

力
ペ
ダ
ル
を
踏
み
込
み
、
重
心
を
お
も
い
っ
き
り
左
側
に
傾
け
る
。

「
ウ
オ
リ
ャ
ア
ア
ア
ア
！
」

左
に
お
お
き
く
体
を
傾
け
、
曲
線
を
描
き
な
が
ら
、
ボ
ー
イ
ン
グ
は
風
を
切
る
。

ち
ら
っ
と
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
メ
テ
オ
種
は
目
を
充
血
さ
せ
な
が
ら
、
恐
ろ

し
い
形
相
で
羽
を
動
か
し
な
が
ら
、
ハ
ル
シ
ュ
を
追
い
掛
け
て
く
る
。
舌
打
ち

を
し
て
、
ハ
ル
シ
ュ
は
出
力
ペ
ダ
ル
を
さ
ら
に
踏
み
込
む
。

ガ
ギ
ュ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
！
！

大
量
の
白
煙
と
と
も
に
、
廃
出
噴
射
機
構
か
ら
、
屑
と
化
し
た
メ
テ
オ
・
ラ
イ

ト
ス
ト
ー
ン
が
排
出
さ
れ
、
さ
ら
に
ボ
ー
イ
ン
グ
は
速
度
を
上
げ
る
。

「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ァ
ッ
！
す
げ
え
よ
こ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
。
ど
こ
ま
で
加
速
す
る
だ

よ
！
？
こ
れ
な
ら
、
メ
テ
オ
種
で
も
…
…
」

「
ヴ
も
ぉ
お
ぉ
お
ぉ
お
！
」

「
…
…
着
い
て
く
ん
な
よ
～
！
何
な
ん
だ
よ
お
前
は
～
～
～
！
！
！
」
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ー
ー
ー
王
都
・
ム
ル
カ
ー
ン

「
キ
ャ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
マ
ジ
ウ
ケ
る
ん
で
す
ケ
ド
～
。
」

「
ね
ぇ
、
コ
イ
ツ
袋
に
し
な
い
？
」

「
サ
ン
セ
ー
！
な
ん
か
ム
カ
つ
く
し
ぃ
。
」

路
地
裏
で
、
数
人
の
少
女
が
寄
っ
て
た
か
っ
て
、
一
人
の
少
女
を
ボ
コ
ボ
コ
に

殴
る
・
蹴
る
の
暴
行
を
加
え
て
い
る
。
殴
ら
れ
て
い
る
少
女
は
、
抵
抗
も
せ
ず
、

黙
っ
て
た
だ
た
だ
背
中
を
丸
め
こ
み
、
事
が
終
わ
る
の
を
じ
っ
と
耐
え
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。

「
…
…
…
…
ぅ
。
」

「
う
っ
わ
、
マ
ジ
キ
モ
い
！
」

「
あ
ん
た
な
ん
か
死
ん
じ
ゃ
え
ば
？
ど
う
せ
親
も
い
な
い
ん
だ
し
ぃ
～
。
」

ギ
ュ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
イ
…

「
…
ん
？
あ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
、
め
っ
ち
ゃ
低
く
飛
ん
で
な
い
？
」

「
ホ
ン
ト
だ
。
し
か
も
、
メ
テ
オ
種
に
追
い
か
け
ら
れ
て
る
し
ぃ
。
」
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「
う
っ
わ
！
！
王
都
ま
で
来
ち
ゃ
っ
た
よ
。
こ
の
ま
ま
、
適
当
な
路
地
に
隠
れ

て
や
り
過
ご
そ
う
…
。
」

ハ
ル
シ
ュ
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
の
速
度
を
落
と
し
、
自
分
の
真
後
ろ
に
メ
テ
オ
種

を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
引
き
付
け
る
。

「
…
…
こ
れ
で
も
く
ら
え
っ
！
」

今
ま
さ
に
、
メ
テ
オ
種
の
角
が
、
ハ
ル
シ
ュ
を
捉
え
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
ハ
ル

シ
ュ
は
ボ
ー
イ
ン
グ
の
出
力
ペ
ダ
ル
を
全
力
で
踏
み
込
む
。
す
る
と
、
莫
大
な

量
の
白
煙
と
メ
テ
オ
・
ラ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
が
飛
散
し
、
メ
テ
オ
種
に
と
っ
て
は
、

め
く
ら
ま
し
と
な
る
。
ハ
ル
シ
ュ
の
白
煙
攻
撃
に
よ
っ
て
、
メ
テ
オ
種
は
左
右

に
首
を
振
り
、
苦
し
そ
う
に
怯
む
。
そ
の
隙
に
、
ボ
ー
イ
ン
グ
を
お
も
い
っ
き

り
地
面
に
傾
け
、
地
上
に
向
か
っ
て
急
降
下
す
る
ハ
ル
シ
ュ
。

「
…
…
ね
ぇ
、
あ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
、
な
ん
か
こ
っ
ち
に
来
る
よ
。
」

「
ち
ょ
っ
、
ち
ょ
っ
と
！
突
っ
込
ん
で
来
る
っ
て
！
」

「
シ
ャ
レ
に
な
ん
な
い
し
ぃ
～
！
」

無
理
矢
理
路
地
裏
に
、
ボ
ー
イ
ン
グ
を
強
引
に
着
陸
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
ハ
ル
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シ
ュ
。
少
女
達
は
、
そ
ん
な
ハ
ル
シ
ュ
の
姿
を
見
て
、
我
先
に
と
、
一
目
散
に

逃
げ
出
し
て
行
く
。
地
面
と
僅
か
な
距
離
で
、
ハ
ル
シ
ュ
は
滞
空
ペ
ダ
ル
を
踏

み
抜
き
、
見
事
着
地
に
成
功
す
る
。
メ
テ
オ
種
は
、
王
都
の
上
空
を
ぐ
る
ぐ
る

と
旋
回
し
た
あ
と
、
悔
し
そ
う
に
踵
を
返
し
て
去
っ
て
い
く
。

「
…
…
ふ
ぃ
～
、
よ
う
や
く
逃
げ
切
れ
た
ぜ
。
」

心
底
疲
れ
た
様
子
で
、
ゆ
っ
た
り
と
ボ
ー
イ
ン
グ
か
ら
降
り
る
ハ
ル
シ
ュ
。
す

る
と
、
路
地
の
片
隅
に
、
背
中
を
丸
め
て
何
か
に
怯
え
て
い
る
よ
う
な
様
子
の
、

少
女
が
い
る
事
に
気
付
い
た
。
歳
は
、
自
分
と
同
じ
１
５
、
６
歳
く
ら
い
に
見

え
る
。

「
ん
？
お
い
、
そ
こ
で
何
し
て
る
ん
だ
？
気
分
が
悪
い
の
か
？
」

「
…
…
…
ぇ
？
」

そ
の
少
女
は
、
薄
い
紫
色
の
セ
ミ
ロ
ン
グ
の
髪
形
に
、
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
く

ら
い
に
大
き
く
、
綺
麗
な
瞳
。
整
っ
た
輪
郭
に
、
す
ら
り
と
し
た
鼻
筋
。
美
少

女
ま
で
と
は
い
か
な
い
が
、
か
わ
い
ら
し
い
雰
囲
気
の
女
の
子
と
言
っ
た
感
じ

だ
。
ハ
ル
シ
ュ
は
、
少
女
の
顔
や
体
が
、
痣
だ
ら
け
な
の
に
気
付
き
、
一
体
ど

う
し
た
の
だ
ろ
う
？
と
、
思
い
、
少
女
に
聞
い
て
み
る
事
に
し
た
。

「
…
…
そ
の
傷
、
ど
う
し
た
ん
だ
い
？
殴
ら
れ
た
よ
う
な
跡
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
。
」

す
る
と
、
少
女
は
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
後
に
、
俯
き
な
が
ら
、
ポ

ソ
リ
と
小
さ
な
声
で
、
ハ
ル
シ
ュ
の
質
問
に
答
え
る
。

「
…
い
つ
も
の
事
だ
よ
。
」
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「
い
つ
も
？
な
ん
だ
そ
れ
？
お
前
は
い
つ
も
殴
ら
れ
て
る
の
か
？
つ
ー
か
、
殴

ら
れ
る
よ
う
な
事
を
し
た
の
か
よ
？
」

「
…
わ
か
ら
な
い
。
殴
ら
れ
る
よ
う
な
事
は
、
し
て
な
い
つ
も
り
。
け
ど
、
周

り
の
人
達
は
私
の
事
を
蔑
ん
で
、
殴
っ
た
り
、
蹴
っ
た
り
し
て
く
る
の
。
」

「
い
じ
め
ら
れ
て
ん
の
か
…
。
」

「
…
…
そ
う
か
も
ね
。
私
に
は
、
も
う
何
も
残
っ
て
な
い
か
ら
、
い
じ
め
ら
れ

る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
人
間
な
の
か
も
。
」

「
や
り
返
せ
よ
！
悔
し
く
な
い
の
か
？
い
つ
も
理
不
尽
な
事
で
殴
ら
れ
て
、
な

ん
と
も
な
い
の
か
よ
？
感
じ
な
い
の
か
よ
？
」

「
…
…
や
り
返
し
た
ら
、
あ
の
人
達
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
私

は
耐
え
る
の
。
傍
か
ら
み
れ
ば
、
私
は
一
方
的
に
や
ら
れ
て
い
る
だ
け
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
心
…
…
気
持
ち
で
は
勝
っ
て
い
る
わ
。
」

何
故
か
、
ハ
ル
シ
ュ
は
い
ら
つ
い
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。
理
由
は
わ
か
ら
な
い

が
、
自
分
の
中
の
考
え
方
が
、
酷
く
い
び
つ
に
歪
み
、
ム
カ
つ
い
て
喚
き
た
い

衝
動
に
か
ら
れ
た
。

「
馬
鹿
じ
ゃ
ね
ー
の
？
そ
ん
な
の
、
た
だ
逃
げ
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
。
加
害

者
と
同
じ
？
そ
う
言
っ
て
、
自
分
の
弱
い
心
か
ら
目
を
背
け
て
、
現
実
か
ら
逃

げ
て
る
の
を
正
当
化
し
て
る
だ
け
だ
ろ
？
や
り
返
す
勇
気
も
、
力
も
な
い
か
ら

ッ
！
」

そ
こ
ま
で
言
っ
て
、
気
が
付
い
た
。
何
故
、
今
日
初
め
て
会
っ
た
少
女
に
、
こ

ん
な
事
を
叫
ん
で
い
る
の
か
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
ハ
ッ
と
我
に
返
り
、
少

女
を
見
つ
め
る
と
、
か
な
り
悲
し
そ
う
な
顔
で
、
ハ
ル
シ
ュ
を
じ
っ
と
見
つ
め
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て
い
た
。

（
ヤ
ッ
ベ
ー
、
泣
き
そ
う
じ
ゃ
ん
…
。
何
か
…
何
か
言
わ
な
い
と
。
）

「
…
…
じ
ゃ
あ
、
私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
訳
？
貴
方
に
何
が
わ
か
る
の
？
」

「
…
…
…
え
ー
っ
と
、
…
…
…
変
わ
る
ん
だ
。
」

「
え
？
」

「
行
動
す
る
ん
だ
よ
。
ま
ず
、
周
り
を
変
え
る
な
ら
、
自
分
が
行
動
し
な
い
と

…
。
黙
っ
て
、
じ
っ
と
耐
え
て
い
た
っ
て
、
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
自
分
か
ら

動
か
な
き
ゃ
、
今
の
状
況
は
絶
対
に
変
わ
り
ゃ
し
ね
え
。
」

そ
こ
ま
で
言
っ
て
、
自
分
は
と
ん
で
も
な
く
恥
ず
か
し
い
台
詞
を
平
気
で
ぺ
ら

ぺ
ら
と
喋
っ
て
、
急
に
恥
ず
か
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

「
…
…
…
あ
っ
、
え
～
っ
と
、
そ
の
…
。
」

「
…
…
…
。
」

「
…
…
…
。
」

な
ん
と
も
言
え
な
い
、
気
ま
ず
い
空
気
が
た
だ
よ
い
、
ハ
ル
シ
ュ
が
ど
う
し
よ

う
か
悩
ん
で
い
る
と
、
少
女
が
口
を
開
く
。

「
…
…
私
、
急
い
で
る
か
ら
。
」

言
っ
て
、
少
女
は
足
早
に
ハ
ル
シ
ュ
の
目
の
前
か
ら
去
っ
て
い
く
。
ハ
ル
シ
ュ

は
、
少
女
の
姿
を
、
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
た
。
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（
…
…
変
な
奴
。
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

異世界？いいえ、ジブリ派です。
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